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平
成
二
十
三
年
の
宮
城
県
芸
術

協
会
総
会
は
、
未
曾
有
の
災
害
を

も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
の
た

め
当
初
の
開
催
日
程
が
延
期
と
な

り
、
六
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十

分
よ
り
常
盤
木
学
園
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
東
日
本

大
震
災
に
お
け
る
本
協
会
の
対

応
、
公
益
法
人
移
行
準
備
委
員
会

の
検
討
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
、
二
十
二
年
度
の
事
業

報
告
と
収
支
決
算
、
二
十
三
年
度

の
事
業
計
画
案
と
収
支
予
算
案
が

提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
会
員
総
数

二
千
二
百
六
十
名
（
年
度
末
）、

出
席
者
百
十
二
名
、
委
任
状

千
百
五
十
四
名
で
、
大
会
が
成
立

す
る
こ
と
を
司
会
の
田
村
政
晴
理

事
が
確
認
。
議
長
に
池
田
僊
雲
理

事
、
議
事
録
署
名
人
に
桜
井
忠
彦

評
議
員
と
建
部
恭
子
評
議
員
を
選

出
し
た
。
ま
た
大
震
災
に
よ
り
会

員
に
五
名
の
犠
牲
者
が
あ
っ
た
旨

の
報
告
が
あ
り
、
出
席
者
全
員
で

黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

小
山
理
事
長
か
ら
大
震
災
に
よ

り
文
化
行
政
が
な
お
ざ
り
に
な
ら

ぬ
よ
う
各
県
知
事
に
対
す
る
要
望

書
の
提
出
に
つ
い
て
、
先
に
行
わ

れ
た
東
北
・
北
海
道
交
流
の
席
上

確
認
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

公
益
法
人
移
行
準
備
委
員
会
の
検

討
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

九
回
の
委
員
会
を
重
ね
て
お
り
、

平
成
二
十
四
年
度
通
常
総
会
で
の

公
益
法
人
移
行
申
請
決
議
を
目
指

し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

大
震
災
に
よ
り
本
年
度
事
業
が
圧

縮
さ
れ
た
経
緯
、
そ
れ
に
伴
う
予

算
措
置
、
秋
の
芸
術
祭
を
震
災
復

興
事
業
と
位
置
付
け
る
こ
と
等
が

協
議
さ
れ
た
。
な
お
監
査
報
告
に

立
っ
た
監
事
か
ら
は
、
組
織
と
し

て
の
活
動
の
重
要
性
と
併
せ
て
会

員
各
人
の
創
作
活
動
こ
そ
が
大
切

で
あ
る
と
、特
に
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

小
山
理
事
長
は
六
月
二
十
二

日
、
県
知
事
と
県
議
会
議
長
に
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
東
京

エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
な
ど

県
立
文
化
施
設
の
早
期
復
旧
と
、

使
用
可
能
に
な
っ
た
施
設
の
貸
し

出
し
に
つ
い
て
弾
力
的
な
運
用
を

求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　

今
回
の
大
震
災
で
芸
術
分
野
の

活
動
拠
点
と
な
る
多
く
の
公
共
文

化
施
設
が
被
災
し
、
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
い
事
業
が
出
る
な
ど
、
本

県
の
芸
術
文
化
活
動
が
著
し
く
停

滞
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
急
遽
行
っ
た
。

　

要
望
書
を
受
理
し
た
若
生
副
知

事
と
小
野
副
議
長
は
、と
も
に「
要

望
書
の
趣
旨
は
良
く
わ
か
る
。
早

急
に
対
応
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
関
連
し
、
小

山
理
事
長
は
六
月
二
十
二
日
、
県

庁
を
訪
れ
、
小
泉
保
環
境
生
活
部

長
に
、
韓
国
芸
術
文
化
団
体
総
連

合
会
大
邱
広
域
市
連
合
会
の
文
武

鶴
会
長
か
ら
寄
託
さ
れ
た
東
日
本

大
震
災
へ
の
義
援
金
一
一
〇
万
円

を
手
渡
し
た
。

　

同
連
合
会
は
当
協
会
と
二
十
年

近
く
交
流
を
続
け
て
い
る
団
体
で
、

四
月
二
十
日
に
大
邱
で
開
催
し
た

震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
音
楽
会
「
宮

城
の
春
の
た
め
に
」
の
入
場
料
や

絵
画
な
ど
の
売
上
金
を
宮
城
の
芸

術
文
化
の
復
興
の
た
め
に
と
当
協

会
に
寄
託
し
て
い
た
。
趣
旨
を
尊

重
し
、
義
援
金
は
宮
城
県
文
化
振

興
基
金
に
寄
付
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

当
協
会
で
は
大
邱
側
の
厚
意
に

対
し
、
感
謝
状
を
贈
っ
た
。

大
邱
の
心
を
芸
術
文
化
振
興
に

義
援
金
を
県
文
化
振
興
基
金
に
寄
付

文
化
施
設
の

早
期
復
旧
を
陳
情
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平
成
二
十
三
年
度
総
会
に
先

立
っ
て
催
さ
れ
た
記
念
講
演
で

は
、
元
仙
台
市
博
物
館
館
長
東
海

林
恒
英
氏
が
、
狂
歌
を
通
し
て
見

た
文
人
伊
達
政
宗
に
つ
い
て
講
演

し
た
。

　

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
、
政
宗

の
人
間
味
溢
れ
る
一
面
に
参
加
者

は
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
た
。

一
、
は
じ
め
に

　

伊
達
政
宗
は
広
く
武
将
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
が
茶
、
能
、
和
歌

な
ど
文
化
的
な
面
に
お
い
て
も
造

詣
が
深
か
っ
た
。

二
、
狂
歌
と
は

　

滑
稽
味
の
あ
る
和
歌
。
万
葉
集

の
戯
笑
歌
、
古
今
集
の
俳
諧
歌
の

系
統
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
、
題
材

も
自
由
で
、
機
知
頓
才
を
重
ん
じ

る
文
学
で
あ
る
。
鎌
倉
室
町
の
頃

よ
り
武
将
、
公
家
と
次
第
に
上
流

社
会
へ
と
流
行
し
て
行
っ
た
。
特

に
江
戸
中
期
の
天
明
ご
ろ
江
戸
で

大
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
が
、
明
治
以

降
は
殆
ど
姿
を
消
し
た
。

三
、
伊
達
政
宗
の
主
な
詩
歌
集

①
貞
山
公
冶
家
記
録

②
黄
門
政
宗
公
御
詩
歌
稿（
元
禄
）

　

政
宗
作
の
み
を
集
め
る

③
貞
山
様
御
筆
御
歌

　

政
宗
自
筆
の
二
五
〇
首
を
集
録

④
青
葉
雫
（
明
治
）

⑤
伊
達
政
宗
卿
御
詩
歌
要
釈

昭
和
一
〇
年
政
宗
三
百
年
祭
を

記
念
し
て
出
版

四
、
伊
達
政
宗
の
狂
歌

　

人
名
、
地
名
、
こ
と
ば
遊
び
な

ど
に
係
る
狂
歌
を
数
十
首
残
し
て

い
る
。
以
下
は
講
演
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
主
な
狂
歌
。

○ 

烏
丸
光
広
卿
よ
り
肥
後
の
つ
る

し
柿
に
狂
歌
を
添
へ
て
送
ら
れ

し
お
返
し

烏
帽
子
と
は
ま
こ
と
な
り
け
り

此
菓
子
を
拝
領
ま
う
す
か
ら
す

丸
柿
（
人
麿
に
掛
け
）

○
秀
宗
、
宇
和
島
に
赴
く
と
き

宇
和
島
の
寒
か
り
け
る
も
道
理

か
な
志
賀
（
砂
）
の
上
衛
門
桑

折
（
氷
）
左
衛
門

○ 

さ
む
き
夜
も
ろ
は
く
の
酒
を
の

む
と
て
折
ふ
し
月
の
さ
し
出
た

れ
ば
狂
歌

雪
し
ろ
し
月
し
ろ
た
え
の
寒
き

夜
は
げ
に
諸
白
の
酒
ぞ
の
ま
る

る
（
白
づ
く
し
）

　

政
宗
は
堅
い
一
方
で
は
な
く
狂

歌
や
和
歌
を
作
る
面
白
い
奥
の
深

い
文
武
両
道
の
人
物
で
あ
っ
た
。

（
佐
藤
淑
子
記
）

　

県
芸
術
協
会
主
催
の
第
三
十
一

回
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
ピ
ア
ノ
部

門
）
の
本
選
が
五
月
十
五
日
（
日
）

常
盤
木
学
園
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
。

　
二
月
二
十
日
の
予
選
通
過
者
は
参

加
者
百
六
人
中
三
十
九
人
。
当
初

本
選
は
三
月
二
十
一
日
実
施
の
予

定
だ
っ
た
が
、
東
日
本
大
震
災
で

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館
が
使
え

な
く
な
っ
た
た
め
、
会
場
と
期
日

を
変
更
し
て
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称

略
）。

［
初
級
］

　

最
優
秀
賞
＝
伊
藤
広
貴
（
仙
台

市
立
袋
原
小
二
年
）、
優
秀
賞
＝
阿

部
咲
新
（
東
松
島
市
立
大
塩
小
二

年
）、
小
山
栞
奈
（
仙
台
市
立
愛
子

小
四
年
）、
奨
励
賞
＝
梅
津
百
伽

（
名
取
市
立
増
田
西
小
三
年
）、
岡

田
悠
聖
（
仙
台
市
立
八
乙
女
小
二

年
）、
山
崎
涼
音
（
宮
城
教
育
大
学

付
属
小
三
年
）、
貝
沼
純
（
名
取

市
立
増
田
西
小
四
年
）、
作
曲
者

賞
＝
伊
藤
広
貴
（
前
述
）、
高
瀬

彩
音
（
仙
台
市
立
黒
松
小
二
年
）

［
中
級
］

　

最
優
秀
賞
＝
前
川
登
亜
（
名
取

市
立
増
田
小
三
年
）、
優
秀
賞
＝

佐
竹
礼
子
（
仙
台
市
立
桂
小
五

年
）、
奨
励
賞
＝
尾
形
優
太
朗
（
仙

台
市
立
館
小
五
年
）、
菊
地
み
ほ

（
仙
台
市
立
川
平
小
六
年
）、
後
藤

陽
（
富
谷
町
立
成
田
東
小
五
年
）、

作
曲
者
賞
＝
佐
竹
礼
子
（
前
述
）

［
上
級
］

　

最
優
秀
賞
＝
藤
沢
瑠
美
（
仙
台

市
立
幸
町
中
二
年
）、
優
秀
賞
＝

成
田
真
唯
（
宮
城
教
育
大
学
付
属

中
一
年
）、
奨
励
賞
＝
坂
本
晴
菜

（
仙
台
市
立
将
監
中
二
年
）、
作

曲
者
賞
＝
成
田
真
唯
（
前
述
）

［
特
別
賞
］

　

宮
城
県
知
事
賞
＝
前
川
登
亜

（
中
級
）、
仙
台
市
長
賞
＝
伊
藤

広
貴
（
初
級
）、
河
北
新
報
社
賞

＝
藤
沢
瑠
美
（
上
級
）

　

東
日
本
大
震
災
に
あ
た
り
、
当

協
会
で
は
五
月
に
義
援
金
を
寄
託

し
た
が
、
こ
の
秋
開
催
の
第
48
回

芸
術
祭
も
震
災
復
興
支
援
事
業
と

位
置
付
け
て
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
今
回
の
大
震
災

で
宮
城
県
の
文
化
施
設
等
が
特
に

大
き
な
被
害
を
被
っ
た
こ
と
に
配

慮
し
、六
月
二
十
九
日
の
宮
城
県
・

仙
台
市
・
河
北
新
報
社
な
ど
主
催

七
団
体
に
よ
る
第
48
回
芸
術
祭
委

員
会
が
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
彫
刻
部
】
野
地
節
子

〒
９
８
０-

０
０
６
５　

仙
台

市
青
葉
区
土
樋
一
丁
目
一-

一-

八
〇
三　

☎
二
二
一-

八
〇
六
八

【
茶
道
部
】〈
織
田
流
〉
奥
村
南
裕

〒
１
５
０-

０
０
０
１　

東
京
都
渋

谷
区
神
宮
前
四- 

十
三- 

十
三-

一
〇
三

☎
〇
三-

三
四
九
七-

九
二
九
〇

 

県
知
事
賞
は
前
川
さ
ん
に

第
31
回
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

芸
術
祭
で
も
復
興
支
援

新
　
入
　
会
　
員

政宗と狂歌
＝総会記念講演＝
元仙台市博物館長

東海林恒英氏
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平 成 22 年 度 事 業 報 告
　平成22年度も宮城県における芸術文化の支柱となり、常にその振興発展を寄与することを目的とし、下記事業を行った。
　なお、３月11日の東日本大震災により開催に影響をうけた事業が１事業（第31回音楽コンクール・ピアノ部門・本選）あった。

①宮城県芸術祭の開催
事　業　名 期　日 会　　　　場 入場者数 出品点数等

開場式 9/24 せんだいメディアテ－ク5Ｆ 48名 　
絵画展 9/24 ～ 10/6 せんだいメディアテ－ク5・6Ｆ 10,417名 日本画 66点・洋画242点　　
華道展 9/24 ～ 29 せんだいメディアテ－ク５Ｆ 2,955名 前期 31 後期32　　
彫刻展～彫刻部会員とその仲間展2010 ～ 9/24 ～ 29 せんだいメディアテ－ク５Ｆ 1,969名 （会員）19点(仲間展）9点
写真展 10/1 ～ 6 せんだいメディアテ－ク５Ｆ 2,515名 125点
書道展 10/8 ～ 13 せんだいメディアテ－ク５・６Ｆ 5,531名 341点
工芸展 10/8 ～ 13 せんだいメディアテ－ク５Ｆ 2,324名 66点
文学散歩 9/29 ～ 30 「羽後・南部文学小紀行」 28名 　
茶会 10/10・17・24 輪王寺 1,104名 　
長唄演奏会 10/17 仙台市民会館小ホール 188名 　
「宮城県文芸年鑑」発行 10/20 　― ― ＊950部発行　
音楽会 10/26 仙台市青年文化センタ－ 523名 　
文芸祭 10/30 東京エレクトロンホール宮城 57名
写真展蔵王展 10/14 ～ 21 蔵王町ふるさと文化会館 535名 82点
写真展大和展 10/23 ～ 27 大和町まほろばホール 546名 82点
絵画・書道展東松島展 11/11 ～ 15 東松島市コミュニティーセンター 643名 日本画14洋画40書44
閉会式 11/18 ホテルメトロポリタン仙台 275名 　

②芸術文化に関する展覧会、講演会、研究会、発表会の開催
事　業　名 期　日 会　　　　場 入場者数 出品点数等
第15回杜の都大茶会 5/29 ～ 30 勾当台公園 8,648名
県民との美術交流・人物クロッキー

10/2
東京エレクトロンホール宮城 47名

　　　　　　　　・ギャラリートーク せんだいメディアテーク５・６F 65名
　　　　　　　　・絵画楽園 せんだいメディアテーク５・６F 15名
みやぎミュージックフェスタin角田 6/27 角田市市民センター 500名 ＊会員出演者4名
第3回宮城の気鋭展 1/10 ～ 19 LBギャラリー 616名 27点
宮城県芸術協会　絵画部門　

2/1 ～ 3/13  カメイ記念展示館 2,326名
「光芒の昭和－芸術祭25年－」
第31回音楽コンクールピアノ部門

2/20 仙台市戦災復興記念館
（参加者）

106名・予選
・本選 5/15※ 常盤木学園シュトラウスホール 39名
※�「第31回音楽コンクールピアノ部門本選」は当初3月21日、仙台市戦災復興記念館で予定していたが、震災により延期し、5月15日、
常盤木学園シュトラウスホールで開催した。

③国内及び国外との芸術文化の交流
事　業　名 期　日 会　　　　場 入場者数 出品点数等

東北・北海道交流 短詩型文芸・色紙作品展 6/1 ～ 6 札幌市資料館ミニギャラリー 515名 117点（内当協会15点）
日・韓国際交流 「仙台・大邱交流書道・工芸展」 8/15 ～ 21 大邱文化芸術会館 1,500名 172点（内当会：書道33・工芸43）

④研修会の開催
事　業　名 期　日 会　　　　場 入場者数 備考

絵画部スケッチ研修会 5/15 ～ 16 岩手県（八幡平・岩手山山麓） 36名
講演会「東北新時代」　講師：一力　雅彦 氏 5/22 せんだいメディアテーク 122名
第38回研修旅行 11/21 ～ 26 ラオス（ルアンプラバン・ハノイ） 23名
書道部研修会「墨の話」　講師：松井　重憲 氏 10/10 東京エレクトロンホール宮城 106名

⑤機関紙「はなやま」の発行
事　業　名 発行号数 発行日 発行部数 内     容

機関紙「はなやま」発行

184号 4/30

2,550部

・総会告知、新入会員紹介、各事業紹介等
185号 6/30 ・総会報告、平成21年度事業報告・収支決算、平成22年度事業計画案・収支予算案等報告等
186号 10/30 ・第46回宮城県芸術祭報告、仙台・大邱交流書道・工芸展・各事業報告等
183号 １/20 ・第46回宮城県芸術祭事業・受賞者等報告、各事業報告等

　会員名簿の発行
「平成22年度社団法人宮城県芸術協会会員名簿」発行 6/30 3,000部 ※隔年発行
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平�成�23年�度�事�業�計�画
①宮城県芸術祭の開催

事　業　名 期　日 会　　　　場 事 業 概 要
開場式 9/23 せんだいメディアテ－ク５Ｆ テ－プカットにより開場式を行う。
書道展 9/23 ～ 28 せんだいメディアテ－ク５・６Ｆ

会員に発表の場を提供するとともに、県民・
市民に対し芸術文化の鑑賞の機会を提供す
ることにより、宮城県における芸術文化の
振興発展を図る。

工芸展 9/23 ～ 28 せんだいメディアテ－ク５Ｆ
絵画展 9/30 ～ 10/12 せんだいメディアテ－ク５・６Ｆ
華道展 9/30 ～ 10/5 せんだいメディアテ－ク５Ｆ
彫刻展～彫刻部会員とその仲間展2011 ～ 9/30 ～ 10/5 せんだいメディアテ－ク５Ｆ
写真展 10/7 ～ 12 せんだいメディアテ－ク５Ｆ
文学散歩 9/27 ～ 28 青森（三沢・八戸・十和田方面）
茶会 10/9・16・23 輪王寺
「宮城県文芸年鑑」発行 10/15 －
長唄演奏会 10/16 仙台市民会館小ホール
音楽会 10/31 青年文化センターシアターホール
文芸祭 10/29 東京エレクトロンホール宮城601会議室※
工芸展蔵王展 10/14 ～ 19 蔵王町ふるさと文化会館（ございんホール）

広く県民に鑑賞の機会を提供するため、県
内各市町において「工芸展」「絵画・書道
展」、「写真展」を開催する。

絵画・書道展大和展 11/7 ～ 13 大和町まほろばホール
絵画・書道展塩竈展 11/16 ～ 20 ふれあいエスプ塩竈
写真展栗原展 11/8 ～ 13 栗原文化会館（アポロプラザ）
閉会式 11/24 ホテルメトロポリタン仙台 各部受賞者を顕彰し、芸術祭を閉会する。

※　７月４日に文芸部で今年度会場手配つかず（東京エレクトロンホール宮城は年内再開の目処がたたず）中止を決定。

②芸術文化に関する展覧会、講演会、研究会、発表会の開催
事　業　名 期　　日 会　　　　場 事 業 概 要

県民との美術交流・人物クロッキー 10/ ８ 仙台福祉プラザ　プラザホール 絵画愛好者の初心者から上級者までを対象
に、作品解説や技術指導を行い、県民に絵
画に対する理解を深める機会を提供する。　　　　　　　　・ギャラリートーク 10/ ８ せんだいメディアテ－ク５・６Ｆ

みやぎミュ－ジックフェスタ in 大崎 10/23 未定
会員の発表の場の提供と、地域で活動する
音楽家の支援を目的とするとともに、地域
の方々に音楽鑑賞の機会を提供する。

第４回宮城の気鋭展 1/10 ～ 19 LBギャラリー
本年度の宮城県芸術祭絵画展の受賞者及
び受賞候補者の作品を展示し、県民に新進
気鋭の作家の作品の鑑賞の場を提供する。

（カメイ記念展示館共催）第３回絵画作品展 未定 カメイ記念展示館
当協会が果たしてきた役割を示す絵画展を開
催し、多くの県民に鑑賞する機会と場を提供
する。㈶カメイ社会教育振興財団と共催。

第32回音楽コンク－ル（ピアノ部門）       
予選　2/19

仙台市戦災復興記念館
カワイミュージックショップ仙台

宮城県の小・中学校児童生徒の音楽的資
質向上に寄与することを目的に開催する初
級・中級・上級3部門のピアノコンクール。本選　3/20 仙台市戦災復興記念館

※例年開催の河北新報社共催「杜の都大茶会」は震災により本年度は中止。

③国内及び国外との芸術文化の交流
事　業　名 期　　日 会　　　　場 事 業 概 要

東北・北海道交流 短詩型文芸・色紙作品展 6/7 ～ 12 コンチネンタルギャラリー（札幌市）
東北・北海道の芸術文化活動の啓発を目的
に当協会が所属する東北・北海道芸術文化
団体協議会が主催となり「交流短詩型文芸・
色紙作品展」を開催する。

※�大邱との交流事業は昨年度協議において本年度事業（仙台での書道・工芸展）を６月開催の予定にしていたが、震災により両団体で協
議の上、平成24年度に順延とした。

④研修会の開催
事　業　名 期　　日 会　　　　場 事 業 概 要

絵画部スケッチ研修会 5/14 ～ 15 秋田県（男鹿半島方面）

会員に研修の機会を提供し、創作・発表活
動の活性化に資する。

講演会「伊達政宗と狂歌」（講師：東海林恒英） 6/ １１（総会） 常盤木学園シュトラウスホール
書道部研修会 9/25 仙台市戦災復興記念館
工芸部研修会 11月上旬 未定
第39回研修旅行 10/31 ～ 11/5 タイ（バンコク・チェンマイ・チェンライ）方面）

⑤機関紙「はなやま」の発行
事　業　名 期　　日 事 業 概 要

機関紙「はなやま」発行 年４回（５・７・10・１月）
会員や関係機関へ当協会の活動を公開するため、機関紙「はなやま」
を発行する。
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平成22年度収支計算総括表【決算】
（平成22年４月１日～平成23年３月31日）

科　　　　　　　目 合　　　計 一 般 会 計 芸術祭会計
Ⅰ．事業活動収支の部  １．事業活動収入　　 　 　 　

基本財産運用収入 25,000 25,000 0
入会金収入　　　 1,500,000 1,500,000 0
会費収入　　　　 23,420,000 23,420,000 0
事業収入　　　　 13,163,762 10,012,200 3,151,562
負担金収入　　　 13,617,650 0 13,617,650
助成金収入　　　 650,000 250,000 400,000
寄付金収入　　　 140,000 0 140,000
雑収入　　　　　 239,999 89,999 150,000
事業活動収入計　 52,756,411 35,297,199 17,459,212

２．事業活動支出　　 　 　 　
事業費支出　　　 33,477,763 15,542,866 17,934,897
管理費支出　　　 16,776,595 16,776,095 500
事業活動支出計　 50,254,358 32,318,961 17,935,397
事業活動収支差額 2,502,053 2,978,238 △ 476,185

Ⅱ．投資活動収支の部  １．投資活動収入　　 　 　 　
投資活動収入計　 0 0 0

２．投資活動支出　　 　 　 　
投資活動支出計　 0 0 0
投資活動収支差額 0 0 0

Ⅲ．財務活動収支の部  １．財務活動収入　　 　 　 　
財務活動収入計　 0 0 0

２．財務活動支出　　 　 　 　
財務活動支出計　 0 0 0
財務活動収支差額 0 0 0

Ⅳ．他会計振替額　　一般会計から芸術祭会計へ 0 △ 476,185 476,185
Ⅳ．予備費支出 　 0 0

当期収支差額　　 2,502,053 2,502,053 0
前期繰越収支差額 17,415,924 17,415,924 0
次期繰越収支差額 19,917,977 19,917,977 0

平成23年度収支予算総括表【予算】
（平成23年４月１日～平成24年３月31日）

科　　　　　　　目 合　　　計 一 般 会 計 芸術祭会計
Ⅰ．事業活動収支の部  １．事業活動収入　　 　 　 　

基本財産運用収入 40,000 40,000 0
入会金収入　　　 1,300,000 1,300,000 0
会費収入　　　　 23,230,000 23,230,000 0
事業収入　　　　 10,823,200 6,610,200 4,213,000
負担金収入　　　 13,221,000 0 13,221,000
助成金収入　　　 400,000 0 400,000
寄付金収入　　　 140,000 0 140,000
雑収入　　　　　 290,000 150,000 140,000
事業活動収入計　 49,444,200 31,330,200 18,114,000

２．事業活動支出　　 　 　 　
事業費支出　　　 30,043,282 10,264,632 19,778,650
管理費支出　　　 18,697,000 18,697,000 0
事業活動支出計　 48,740,282 28,961,632 19,778,650
事業活動収支差額 703,918 2,368,568 △1,664,650

Ⅱ．投資活動収支の部  １．投資活動収入　　 　 　 　
投資活動収入計　 0 0 0

２．投資活動支出　　 　 　 　
投資活動支出計　 185,436 185,436 0
投資活動収支差額 △185,436 △ 185,436 0

Ⅲ．財務活動収支の部  １．財務活動収入　　 　 　 　
財務活動収入計　 0 0 0

２．財務活動支出　　 　 　 　
財務活動支出計　 0 0 0
財務活動収支差額 0 0 0

Ⅳ．他会計振替額　　一般会計から芸術祭会計へ 0 △1,664,650 1,664,650
Ⅴ．予備費支出 20,436,459 20,436,459 0

当期収支差額　　 △ 19,917,977 △ 19,917,977 0
前期繰越収支差額 19,917,977 19,917,977 0
次期繰越収支差額 0 0 0
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第
四
十
八
回
宮
城
県
芸
術
祭
の

文
学
散
歩
は
、
三
沢
市
の
寺
山
修

司
記
念
館
と
青
森
県
東
北
町
の

「
つ
ぼ
の
い
し
ぶ
み
」
な
ど
を
訪

ね
る
。
そ
の
ほ
か
、
七
月
十
日

オ
ー
プ
ン
の「
是
川
縄
文
館
」（
八

戸
市
）
で
は
、
国
宝
の
合
掌
土
偶

や
重
要
文
化
財
の
漆
工
芸
品
の
見

学
、
ま
た
十
和
田
湖
畔
散
策
な
ど

芸
協
な
ら
で
は
の
内
容
の
充
実
し

た
旅
と
な
る
。

〈
募
集
要
項
〉

日
時
・
九
月
二
十
七
日
（
火
）・

二
十
八
日
（
水
）
の
一
泊
二
日

募
集
人
員
・
四
十
名

参
加
費
・
二
万
四
千
円

申
込
み
・
九
月
九
日
（
金
）
ま
で

芸
術
協
会
事
務
局
（
０
２
２

－

２
６
１

－

７
０
５
５
）
へ
。
会
員

以
外
の
方
で
も
参
加
出
来
る
の

で
、
広
く
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

〈
日
程
と
コ
ー
ス
〉

　

９
月
27
日
（
火
）

集
合
７
：
45
仙
台
駅
西
口
バ
ス

プ
ー
ル
、
８
：
00
出
発
―
前
沢
Ｓ

Ａ
―
岩
手
山
Ｓ
Ａ
（
啄
木
歌
碑
）

―
八
戸
・
昼
食
―
三
浦
哲
郎
文
学

碑
―
是
川
縄
文
館
―
寺
山
修
司
記

念
館
―
17
：
40
古
牧
温
泉
「
青
森

屋
」
到
着
・
宿
泊

　

９
月
28
日
（
水
）

出
発
８
：
30
古
牧
温
泉
―
日
本
中

央
碑
歴
史
公
園
―
十
和
田
湖
・
昼

食
―
乙
女
の
像
・
高
村
光
太
郎
歌

碑
―
樹
海
ラ
イ
ン
―
花
輪
Ｓ
Ａ
―

北
上
市
鬼
の
館
―
18
：
20
仙
台
駅

西
口
到
着
・
解
散

　

茶
道
部
は
、
二
月
八
日
の
運
営

委
員
会
で
、
平
成
二
十
三
年
度
か

ら
の
鎌
田
宗
節
氏
（
裏
千
家
）
の

副
主
任
就
任
を
決
め
た
。

　

ま
た
、
各
部
門
で
は
次
の
と
お

り
運
営
委
員
を
委
嘱
し
た
。

［
絵
画
部
］（
洋
画
）
安
彦
文
平

［
彫
刻
部
］
大
槻
俊
之
［
書
道

部
］
寺
島
尚
翠
［
華
道
部
］（
池

坊
）伊
藤
翠
華［
音
楽
部
］（
洋
楽
）

小
原
世
、
須
田
昌
宏
、
山
田
み
づ

ほ
（
長
唄
）
杵
屋
和
加
美
栄
［
文

芸
部
］
金
澤
孝
一
［
茶
道
部
］（
表

千
家
）
守
宗
玲
＝
敬
称
略

　

芸
術
文
化
団
体
が
相
互
の
交
流

を
図
り
、
芸
術
の
文
化
振
興
に
つ

い
て
話
し
合
う
東
北
・
北
海
道

芸
術
文
化
団
体
協
議
会
の
平
成

二
十
三
年
度
総
会
が
六
月
七
日
に

札
幌
市
で
開
催
さ
れ
、
当
協
会
か

ら
小
山
理
事
長
と
白
鳥
事
務
局
長

が
出
席
し
た
。

　

総
会
で
は
役
員
の
選
出
、
平
成

二
十
二
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
、
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計

画
案
が
審
議
・
議
決
さ
れ
た
後
、

各
道
県
の
芸
術
文
化
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
行
っ
た
。

　

テ
ー
マ
は
①
各
道
県
に
お
け
る

後
継
者
育
成
事
業
の
現
況
②
東
日

本
大
震
災
に
お
け
る
各
道
県
芸
術

文
化
に
対
す
る
影
響
と
そ
の
対
応

③
公
益
法
人
へ
の
移
行
の
進
捗
状

況
の
三
件
で
、
各
道
県
の
実
情
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。
特
に
今
回
は
三
月
十
一
日

発
生
の
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る

情
報
交
換
が
中
心
と
な
り
、
協
議

の
結
果
、
当
協
議
会
の
会
長
・
副

会
長
名
で
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の

知
事
と
議
会
議
長
に
、
県
立
文
化

施
設
の
早
期
復
旧
と
芸
術
文
化
関

係
予
算
の
充
実
に
関
す
る
要
望
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ

た
。

　

総
会
に
合
わ
せ
て
、
札
幌
市
内

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
二
〇
一
一
東

北･

北
海
道
交
流
短
詩
型
文
芸･

美

術
色
紙
作
品
展
」が
開
催
さ
れ
た
。

　

会
場
に
は
各
道
県
か
ら
出
品
さ

れ
た
一
二
〇
組
の
作
品
が
展
示
さ

れ
好
評
を
博
し
た
。
中
で
も
東
日

本
大
震
災
に
関
わ
る
作
品
が
注
目

を
集
め
、
津
波
の
犠
牲
と
な
っ
た

子
ど
も
を
画
題
と
し
た
小
山
理
事

長
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
放
送
局
や
北
海

道
新
聞
社
か
ら
取
材
を
受
け
た
。

　

同
展
は
巡
回
展
と
し
て
、
六
月

二
十
四
日
～
七
月
十
九
日
に
山
形

市
芸
文
美
術
館
で
も
開
催
さ
れ

た
。

「
寺
山
修
司
記
念
館
」
と
「
つ
ぼ
の
い
し
ぶ
み
」

９
月
27
・
28
日　

文
学
散
歩
の
参
加
者
募
集　

副
主
任
・
運
営
委
員
を
委
嘱

　

被
災
三
県
に
要
望
書
提
出

東
北･

北
海
道
芸
文
協
総
会
　
　
　

＝
色
紙
作
品
展
も
開
催
＝

三
沢
市
の
寺
山
修
司
記
念
館

札
幌
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
さ
れ
た

短
詩
型
文
芸
・
美
術
色
紙
作
品
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平
成
二
十
三
年
度
の
海
外
研
修

は
、
十
月
三
十
一
日
（
月
）
か
ら

十
一
月
五
日
（
土
）
ま
で
の
六
日

間
、
タ
イ
の
チ
ェ
ン
ラ
イ
、
チ
ェ

ン
マ
イ
、
バ
ン
コ
ク
の
三
古
都
巡

り
と
、
国
境
を
越
え
た
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
少
数
民
族
の
市
場
を
訪
ね

る
旅
に
決
ま
っ
た
。
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
、
風
土
、
文
化
と

も
日
本
と
共
通
点
が
多
く
、
芸
術

研
修
と
し
て
興
味
深
い
。

　

タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
は
近
年

経
済
発
展
が
目
覚
ま
し
く
、
近
代

都
市
に
散
在
す
る
仏
寺
を
彩
や
か

な
ア
オ
ザ
イ
の
若
い
女
性
が
歩
む

姿
が
魅
力
的
だ
。

　

旅
は
古
い
文
明
へ
と
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
、
ア
ユ
タ
ヤ
、
チ
ェ
ン

マ
イ
、
チ
ェ
ン
ラ
イ
の
仏
教
遺
跡

を
観
て
、
終
点
と
な
る
ラ
オ
ス
・

タ
イ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
で
奥
地

の
民
族
文
化
に
触
れ
る
。

　

今
回
の
旅
は
両
国
の
建
築
、
衣

装
、
工
芸
、
彫
刻
、
舞
踏
等
に
接

し
、
芸
術
の
原
点
と
展
望
を
学
ぶ

こ
と
に
な
ろ
う
。

《
旅
程
》
変
更
と
な
る
場
合
あ
り

◇
10
月
31
日
（
月
）

　

仙
台
空
港
集
合
。
全
日
空
で
成

田
経
由
バ
ン
コ
ク
へ
。
バ
ン
コ
ク

泊
。

◇
11
月
１
日
（
火
）

　

暁
の
寺
院
、
王
宮
な
ど
市
内
観

光
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
。
世
界
遺
産

ア
ユ
タ
ヤ
遺
跡
な
ど
見
学
。
バ
ン

コ
ク
泊
。

◇
11
月
２
日
（
水
）

　

国
内
線
で
チ
ェ
ン
マ
イ
へ
。
プ

ラ
シ
ン
寺
院
、
タ
イ
シ
ル
ク
民
芸

工
房
な
ど
見
学
。
チ
ェ
ン
マ
イ
泊

◇
11
月
３
日
（
木
）

　

エ
レ
フ
ァ
ン
ト
・
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
後
、
専
用
車
で
古
都
チ
ェ
ン
ラ

イ
へ
。
寺
院
見
学
と
民
家
訪
問
。

チ
ェ
ン
ラ
イ
泊

◇
11
月
４
日
（
金
）

　

国
境
を
越
え
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
自

由
市
場
見
学
。
午
後
、
国
内
線
で

バ
ン
コ
ク
へ
。
夜
全
日
空
で
帰
国

の
途
に
。
機
内
泊
。

◇
11
月
５
日
（
土
）

　

朝
成
田
着
。
全
日
空
で
仙
台
空

港
11
：
35
着
。
解
散
。

《
募
集
要
項
》

参
加
費　

二
十
三
万
五
千
円
（
空

港
税
、
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
、
航

空
保
険
料
込
）。

募
集
人
員　

三
十
名
（
最
少
催
行

人
員
十
五
名
）。
定
員
に
達
し
次

第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
み　

九
月
二
十
日
（
水
）

ま
で
に
電
話
（
０
２
２

－

２
６
１

－

７
０
５
５
）
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
２
２

－

２
１
４

－

５
１
８
４
）

で
芸
術
協
会
事
務
局
へ
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

こ
の
事
業
は
芸
術
協
会
の
全
会

員
を
対
象
と
し
て
い
る
。
一
つ
の

風
物
に
対
し
、
詠
む
人
、
描
く
人
、

撮
る
人
、
書
を
し
た
た
め
る
人
。

皆
で
話
し
、
飲
み
、
唱
う
。
現
地

で
の
コ
ラ
ボ
が
楽
し
め
る
有
意
義

な
旅
で
あ
り
、
特
に
初
参
加
の
会

員
の
応
募
を
期
待
し
て
い
る
。

（
早
坂
貞
彦
記
）

　

ど
ん
な
人

で
も
い
つ
か

は
永
遠
に
別

れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
日

が
く
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
本
年
二
月
八
日
に
敬
愛
す
る

先
輩
詩
人
の
今
入
惇
さ
ん
を
失
っ

た
の
は
、痛
恨
の
極
み
で
あ
っ
た
。

　

亡
く
な
る
二
日
前
、
詩
人
の
玉

田
尊
英
さ
ん
と
入
院
中
の
今
入
さ

ん
を
お
見
舞
い
し
た
。
声
を
出
せ

る
状
態
で
は
な
か
っ
た
が
、
意
識

は
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
話
の
内

要
を
理
解
し
Ｖ
サ
イ
ン
や
〇
印
で

応
答
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
が
四
〇

時
間
後
に
容
体
が
急
変
し
て
亡
く

な
っ
た
と
聞
い
た
と
き
は
、
信
じ

ら
れ
な
い
思
い
だ
っ
た
。

　

今
入
さ
ん
と
初
め
て
会
っ
た
の

は
一
九
七
〇
年
。
東
京
か
ら
仙
台

へ
移
住
し
た
私
は
藤
一
也
さ
ん
が

編
集
す
る
詩
誌
「
方
」
に
誘
わ
れ

て
参
加
。
同
人
間
で
詩
人
論
を
書

く
企
画
に
、
今
入
さ
ん
と
私
は
お

互
い
の
詩
業
を
論
じ
合
っ
た
。

　

今
入
さ
ん
は
石
原
慎
太
郎
の
短

篇
「
フ
ァ
ン
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
」
を

援
用
し
、
麻
薬
に
溺
れ
た
ジ
ャ
ズ

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
迫
真
の
即
興
演
奏

と
、
私
の
自
動
記
述
風
で
ア
バ
ン

ギ
ャ
ル
ド
な
作
品
を
比
較
し
て
独

自
の
批
評
を
展
開
し
た
。
そ
の
思

い
が
け
な
い
切
り
口
に
私
は
驚
愕

し
た
。
そ
れ
以
来
、
年
代
を
超
え

て
親
交
を
結
ん
で
い
た
だ
い
た
。

　

生
前
八
冊
の
詩
集
を
刊
行
。
批

評
精
神
に
あ
ふ
れ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン

な
作
風
を
貫
い
た
。
宮
城
県
芸
術

選
奨
、
宮
城
県
教
育
文
化
功
労
者

表
彰
の
ほ
か
、
矯
正
施
設
月
刊
文

芸
誌
選
者
と
し
て
更
生
者
に
対
す

る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
法
務
大
臣

表
彰
を
受
け
て
い
る
。

　

元
河
北
新
報
記
者
で
多
彩
な
文

化
活
動
を
実
践
し
た
。
他
の
芸
術

ジ
ャ
ン
ル
に
精
通
し
当
協
会
の
文

芸
部
主
任
や
常
任
理
事
を
歴
任
。

機
関
紙
「
は
な
や
ま
」
の
編
集
長

と
し
て
敏
腕
を
振
る
っ
た
。
ま
た

宮
城
県
詩
人
会
会
長
と
し
て
礎
を

築
い
た
。
頑
固
な
一
面
も
あ
っ
た

が
、
面
倒
見
の
い
い
温
か
い
人
柄

で
だ
れ
か
ら
も
慕
わ
れ
た
。
心
か

ら
ご
冥
福
を
祈
り
た
い
。

芸協会員交流の旅

タイの三古都とミャンマー
の自由市場を訪ねる　　　
10月31日～11月５日　研修旅行参加者募集

　

さ
よ
う
な
ら 

今
入
さ
ん

文
芸
部
　
原
田
　
勇
男
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思
わ
ず
耳
を
疑
っ
て
し
ま
っ
た
。

「（
大
震
災
の
被
災
者
で
も
）
知

恵
を
出
さ
な
い
ヤ
ツ
は
助
け
な
い

ぞ
」「
客
を
迎
え
る
と
き
は
、
自

分
が
先
に
（
部
屋
に
）
入
っ
て
ろ
。

い
い
か
、
分
か
っ
た
な
」
▼
在
任

九
日
で
辞
任
し
た
復
興
担
当
大
臣

の
、
信
じ
ら
れ
な
い
暴
言
。
徹
底

的
な
「
上
か
ら
目
線
」
の
口
調
に

は
「
部
落
解
放
の
父
」
と
慕
わ
れ

た
祖
父
・
治
一
郎
氏
の
片
鱗
も
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
が
「
オ
レ
は
九

州
人
だ
か
ら
」
と
い
う
発
言
に
、

合
点
が
い
っ
た
▼
前
大
臣
の
心
の

底
に
あ
る
の
は
、
東
北
蔑
視
の
思

想
な
の
で
あ
ろ
う
。
戊
辰
戦
争
で

朝
敵
と
し
て
敗
れ
た
東
北
は
「
一

山
百
文
」の
地
と
さ
げ
す
ま
れ
た
。

そ
れ
以
前
も
阿あ

弖て

流る

為い

の
降
伏
か

ら
藤
原
氏
滅
亡
ま
で
四
百
年
近

く
、
敗
戦
の
歴
史
を
重
ね
て
き
た

東
北
▼
今
回
の
大
震
災
に
際
し
て

も
、
哀
れ
な
東
北
、
と
い
う
発
想

が
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
か
も
し
れ

な
い
。
だ
と
し
た
ら
、
と
ん
で
も

な
い
思
い
違
い
で
あ
り
、
正
し
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
言
動
が
、
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。（
恂
）

　

「
は
な
や
ま
」
で
は
、
毎
号
事

務
局
日
誌
に
会
員
作
品
の
入
賞
や

入
選
な
ど
受
賞
に
つ
い
て
の
情
報

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
記
事
は

会
員
本
人
か
ら
の
報
告
に
基
づ
い

て
事
務
局
で
作
成
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
掲
載
漏
れ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
自
己
責
任
と
な
り
ま
す
。
報

告
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
受
賞
等
の
栄
に
浴
し
た
会

員
は
、
忘
れ
ず
早
目
に
事
務
局
ま

で
ご
報
告
願
い
ま
す
。

　

正
確
を
期
す
た
め
、
報
告
に
当

た
っ
て
は
、
①
展
覧
会
等
の
正
式

名
称
②
賞
の
名
称
③
受
賞
者
名

（
本
名
か
雅
号
か
）
な
ど
必
要
事

項
を
記
載
の
う
え
、
封
書
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

謹
　
　
弔

華
道
部
（
草
月
流
）
斎
藤
玉
庭
殿

平
成
22
年
９
月
25
日

絵
画
部
（
洋
画
）　　

貝　

廣
殿

３
月
11
日

文
芸
部
（
詩
）　　

北
村
淳
子
殿

３
月
11
日

文
芸
部
（
俳
句
）　

大
森
知
子
殿

３
月
11
日

書
道
部　
　
　
　
　

岩
佐
雄
陵
殿

３
月
11
日

文
芸
部
（
短
歌
）　

赤
倉
あ
い
殿

３
月
12
日

文
芸
部
（
短
歌
）
小
野
寺
恵
子
殿

３
月
19
日

書
道
部　
　
　
　
　

加
藤
明
遊
殿

４
月
27
日

絵
画
部
（
洋
画
）　

若
生
正
子
殿

５
月
13
日

工
芸
部
（
木
竹
芸
）目

黒
安
紀
子
殿

６
月
２
日

書
道
部　
　
　
　
　

尾
形
鼎
山
殿

６
月
30
日

書
道
部　
　
　
　
　

新
藤
翠
吟
殿

７
月
４
日

事

務

局

日

誌

会 

務 

報 

告

５
・
23　

監
事
会

○ 

平
成
22
年
度
事
業
内
容
及
び
一
般
会

計
、
宮
城
県
芸
術
祭
会
計
監
査

５
・
30　

理
事
会

○ 

平
成
22
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
に

つ
い
て

○ 

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
平
成
23
年
度

収
支
予
算
案
の
見
直
し
に
つ
い
て

○
会
員
の
除
名
に
つ
い
て

○ 

新
入
会
員
（
正
会
員
）
の
承
認
に
つ

い
て

６
・
11　

平
成
23
年
度
通
常
総
会

○ 

平
成
22
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
に
つ
い
て

○ 

平
成
23
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支

予
算
案
に
つ
い
て

６
・
29　

宮
城
県
芸
術
祭
委
員
会

○
第
47
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て

　

① 

事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
に
つ
い

て

○
第
48
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て

　

①
役
員(

案)

に
つ
い
て

　

② 

事
業
計
画(

案)

及
び
予
算(
案)

に

つ
い
て

　

③ 

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
事
業
と

し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

④
授
賞
割
当
て(

案)

に
つ
い
て

　

⑤
挨
拶
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

後
　
　
　
援

☆
わ
い
ど
写
真
展

６
月
18
日
～
６
月
26
日

美
里
町
近
代
文
学
館
町
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

☆
第
15
回
グ
ラ
ン
・
ラ
パ
ン
協
会
展

７
月
15
日
～
７
月
20
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
22
回
宮
城
示
現
会
美
里
展

７
月
24
日
～
７
月
31
日

美
里
町
近
代
文
学
館
町
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー

☆
第
34
回
仙
台
の
四
季
を
描
く
絵
画
展

７
月
29
日
～
８
月
３
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
39
回
宮
城
野
書
道
展

７
月
29
日
～
８
月
３
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
34
回
白
亜
会
東
北
支
部
展

８
月
５
日
～
８
月
10
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

２
０
１
１
第
１
回
日
洋
会
東
北
支
部

展
８
月
10
日
～
８
月
14
日

宮
城
県
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☆
第
19
回
宮
城
独
立
美
術
展

８
月
26
日
～
８
月
31
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
新
洋
会
50
周
年
記
念
展

９
月
２
日
～
９
月
７
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

日
本
歌
曲
と
朗
読
の
夕
べ
「
ふ
る
さ

と
に
想
ふ
」

９
月
27
日

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館
記
念

ホ
ー
ル

☆ 
新
藤
典
子
・
菊
地
奈
美
子
ジ
ョ
イ
ン

ト
コ
ン
サ
ー
ト

10
月
19
日

仙
台
青
葉
荘
教
会

☆
第
20
回
河
北
工
芸
展

10
月
21
日
～
10
月
26
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
第
13
回
西
湖
芸
術
博
覧
会

　

 

〈
洋
画
〉
▽
三
潭
印
月
賞
＝
菅
原
慶

子
◇
第
46
回
日
春
展

　

〈
日
本
画
〉
▽
奨
励
賞
＝
佐
藤
朱
希

▽
入
選
＝
奥
山
和
子
、
吉
田
輝

◇
第
14
回
「
絵
の
ま
ち
尾
道
四
季
展
」

　

〈
日
本
画
〉
▽
金
賞
＝
熊
谷
融

◇
第
23
回
平
泉
展

　

 

〈
日
本
画
〉
▽
委
員
推
挙
＝
福
田
眞

津
子

◇ 

第
２
回
青
木
繁
記
念
大
賞
西
日
本
美

術
展

　

〈
洋
画
〉
▽
優
秀
賞
＝
佐
藤
光
郎

受
　
贈
　
書

句
集
「
存
在
乃
家
Ⅲ
」（
岩
田
諒
）

　 
受
賞
報
告
　
忘
れ
ず
に


